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１．はじめに 

  本工事は、平成２３年５月２２日に立谷沢川支川濁沢川池ノ台で発生した大規模土砂崩落箇所に

おいて、崩落斜面脚部と対岸斜面脚部の洗掘・堆積土砂流出防止のため、根固ブロック 3t（平面型）

を使用した流路護岸を、超遠隔操作の無人化施工で実施する対策工事でした。 

       

 

工事の施工にあたり現地踏査を行ない、現場条件を把握し施工方法を検討した結果、以下の課題

を抽出しました。 

課題① 再度崩落の恐れがある崩落斜面直下での安全対策及び連絡体制 

課題② 崩落斜面直下での安全で効率的な施工管理方法の確立 

本論文では、上記２つの課題を解決するために現場で行なった検討及び実施内容について紹介し

ます。 

2.抽出された課題に対する検討・実施内容 

2-1.再度崩落の恐れがある崩落斜面直下での安全対策及び連絡体制 

現地踏査を終え先ず問題となったのは、崩落斜面が豪雨等により再度崩落する危険性を抱えてい

る事でした。崩落地直下での土塊状況の確認は危険なため、下流側に堆積している崩落土砂の状態

を観察すると、水を含むと軟らかく目の細かい粘性系の土で、雪解け等で洗掘されている状況から

流出しやすく崩れやすい土塊であることが伺われました。 

また、濁沢第４砂防堰堤左岸の林道上にある法面監視所からの目視では、崩落斜面に露岩してい

る箇所が一部しか視認できず崩落した土砂が多く残されていることから、再崩落の危険性が高いと

いう現場全体での共通認識により次の対策を行う事にしました。 

施工箇所 

流路護岸着工前 崩落法面(平成 24年 7月 3日)
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2-1-1.安全対策 

① 崩落斜面の監視 

流路護岸施工箇所は、有人立入可能区域の境界である濁沢第 4 砂防堰堤から上流に約 400m 離

れているため、直接崩落斜面を視認できず直下に監視員を配置することもできない場所でした。 

そのため、斜面状況把握の対策として林道上から崩落斜面が視認できる場所に監視所を設け、

監視員を常駐させて監視を行いました。 

また、毎作業日の午後に崩落斜面の状態を撮影し、当日の作業開始前に前日との比較を目視

により行い、大きな変化のない事を確認してから作業を開始することにしました。 

  

② ビデオカメラによる崩落斜面の監視 

   斜面監視所から崩落斜面までの距離は、最長 700ｍ以上離れていて目視確認では大きな変化

しか確認できないため、崩落地上部の斜面肩部に２箇所のビデオカメラを設置し、斜面の確認

を行うことにしました。 

カメラの設置位置については、崩落の大きい箇所（中央部）と、監視所からの目視で死角と

なる箇所を撮影できる位置に設置し、崩落地全体を把握できる様にしました。データは２日毎

にカメラの記録媒体交換時に記録映像を確認し、安全管理情報の一つとしました。 

          

 

2-1-2.連絡体制 

  工事箇所が月山林道入口より約 6km 奥に入ることから携帯電話の電波が届かない場所なので、

作業箇所が点在する場合は各作業班同士の連絡が取れず、また法面監視所からの緊急連絡も伝達

できないため、大崩落や土石流等により被災してしまう危険性がありました。 

前日との比較 

ビデオカメラによる撮影 
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  その対策として、斜面監視員と各作業班が常に情報を共有できるように、同時通話可能な無線

機を各作業責任者に携帯させて作業を行うことにしました。 

  また、迅速に現場事務所や出張所との連絡が取れるように、斜面監視所には衛星携帯電話を常

備し、常に相互連絡の取れる体制を整えました。 

     

法面監視所(衛星携帯常備)      各作業班の同時通話無線の携帯 

 

この対策による成果として、無人化施工着手前の早期に連絡体制を整えた結果、9 月初旬～中

旬に発生した出水で無人化施工走路が３回破損したが、第 4 堰堤下流での有人作業班と、河川内

で作業している無人化重機への迅速な退避指示により、人的被害や物損被害も出さずに施工を行

うことができました。 

   

 

2-2. 崩落斜面直下での安全で効率的な施工管理方法の確立 

流路護岸の施工箇所は、川幅 15m 程度で狭くて歪んだ地形になっており、崩落地対岸斜面も雨水

等により小規模な崩壊が発生し被災する危険性があり、林道上の基準点や工事測量により設置した

任意点から計測を行い施工管理することは不可能でした。 

また、濁沢第４砂防堰堤から上流は無人化施工区間であり、有人による施工管理を行なう事は工

程の遅れと、土砂崩落に巻き込まれる危険を伴うこととなるため、如何に安全で効率的な管理を行

うかが課題となりました。 

 

この課題を解決するために、施工管理方法として次の対策を行いました。 

9 月 3 日 作業終了時(上流端) 9 月 4 日 出水時の状況 9 月 5 日 作業前の状況
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●GPS による施工管理 

安全で効率的な施工管理方法について協力会社の青木あすなろ建設㈱と共に検討した結果、

下記の条件を満たす方法が最良だと判断しました。 

・ 効率的な管理を行うために、ブロック据付作業での一連の流れで管理する。 

・ 流路護岸の各変化点で位置確認を行うために、ブロックの座標を取得して管理する。 

    この２つの条件を満たす管理方法として、無人化施工ではよく実施されている GPS による施

工管理を行うことにしました。 

    そのため、今回の現場条件にあった施工管理プログラムを新規に構築し、遠隔操作室内で管

理できるようにしました。施工管理の概要は下図の様な流れで行いました。 

  

GPS による管理を実施した結果、常に座標を確認することができるので、基準点や任意点か

らの位置確認作業が省略できると伴に作業の流れを止めることなく管理が行なえるため、ブロッ

ク据付け昨年度 26.4 個/日に対し今年度 31.6 個/日の実績が得られ、省力化にも繋がりました。 

3．おわりに 

  本工事は、紹介した２つの課題を解決し、なおかつ降雪が予想される 11 月中旬までの工事完成を

目標に取り組んできました。 

課題の解決にあたっては主任監督員、監督職員からのアドバイスを生かし、工程の確保について

は社内の協力体制が充実していたことがあり、大きな遅延もなく 11 月初旬で無人化施工の完成、

11 月中旬で全ての作業が完了し無事故の工事完成を達成できました。 

  今回の工事の経験を生かし、今後も更なる安全施工に取り組んでいきたいと思います。

         着工前 完 成 

16




